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JICA「中小企業・SDGs ビジネス支援事業 地域金融機関連携案件」の採択について 

 

「金融にも強い総合サービス業」を目指す東京きらぼしフィナンシャルグループは、アジア地

域を国内の延長線上の重要なマーケットと捉え、クロスボーダーM&A やクロスボーダーローン

等の取組みを通じて、中小企業の皆さまの海外展開を積極的にご支援しております。 

その一環として、子会社の株式会社きらぼし銀行（頭取 渡邊 壽信）および株式会社きらぼし

コンサルティング（代表取締役社長 強瀬 理一）は、独立行政法人国際協力機構（JICA）の委託

事業である 2021年度第一回「中小企業・SDGs ビジネス支援事業」において、お取引先の案件提

案をサポートし、下記のとおり、３件※の事業が「地域金融機関連携案件」として採択されました

のでお知らせいたします。 

きらぼしグループは今後も、海外拠点の活用やグループ力を活かした多彩なソリューションを

提供し、お客さまの企業価値向上に努めるとともに、グローバルな SDGs の実現に向け貢献して

まいります。 

※地域金融機関連携案件の全採択件数は 14件となります。 

 

記 

１．採択事業 

提案法人名 大浦工測株式会社 関連

SDGs 
 

対象国/地域 ベトナム民主共和国/ホーチミン市、ハノイ市 

案件名 都市・産業インフラメンテナンス３D 計測サービス基礎調査 

事業概要 

３D スキャナー計測技術により①歴史的建築物の風化や焼失等に備えた BIM モデル

整備と②産業プラントの BIM モデルを整備し、施設運営管理・改修設計工事の DX 化

に関する基礎調査。 

 

提案法人名 大協技研工業株式会社 関連

SDGs 
 

対象国/地域 フィリピン共和国/ベンゲット州、パンパンガ州 

案件名 農薬被害を高性能粘着式捕虫シートで改善する基礎調査 

事業概要 

同社製品の高性能粘着式捕虫シートを園芸作物生産者向けに導入し、生産者が正しい

害虫防除の知識を習得する事により農薬使用量を減らし、生産段階でのハーベストロ

スを減らす事により生産性向上を図り、「貧困問題」、「健康被害」、「環境破壊」の改善

を目的とする基礎調査。 

 

 

会 社 名 株式会社東京きらぼしフィナンシャルグループ 
代 表 者 名 代表取締役社長 渡邊 壽信 
コード番号 7173 東証第一部 
問 合 せ 先 取締役経営企画部長 安田 信幸 

  （TEL 03－6447－5799） 



2 

 

 

提案法人名 株式会社グーン・武松商事株式会社共同企業体 関連

SDGs 
 

対象国/地域 フィリピン共和国/セブ州マンダウエ市 

案件名 フィリピン国食品廃棄物を活用したバイオチャー及び飼料製造に関する案件化調査 

事業概要 

食品廃棄物などの厨芥(ちゅうかい)ごみから、バイオチャー（燃料、土壌改良剤）を

製造し、廃棄物燃料及び土壌改良剤として活用すること、高品質な食品廃棄物は飼料

製造を行うことで、現地で活用されておらず埋め立てられていた廃棄物の資源化を行

い、廃棄物の減容化、リサイクルルートの構築を目指す案件化調査。 

 

２．JICA「地域金融機関連携案件」とは 

途上国の課題を解決するSDGsビジネスの実現性向上と、地域活性化に一層資することを目

的に、提案法人と地域金融機関が連携して海外展開を検討・調査する案件です。 
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